
令和 7 年度 運営推進会議 報告書 

 

 
１．出席者 

 
２．入居状況 

３．行事 

 施設名 グループホームハートキュアひらた
 サービス種類 認知症対応型共同生活介護
 日 時 令和 7 年 11 月 20 日（木曜日） 14：00～15：00
 会 場 ハートキュアひらた 応接室

 利用者家族 出席 国富地区高齢者クラブ連合会長 出席
 国富コミセンセンター長 出席 国富上自治会長 欠席
 民生委員代表 欠席 グループホーム管理者 出席
 出雲市役所高齢者福祉課 出席 グループホーム主任 出席
 国富地区社会福祉協議会会長 欠席 グループホーム計画作成者 出席
 あんしん支援センター 出席

 入居者 女性 男性
 おちらと（1F） 9 7 2
 むつみ （2F） 8 7 1
 合 計 17 14 3

 〇9月～10 月に執り行った行事について

  ① 9 月 4 日（木）11：30～15：00  縁日祭り（2Ｆ） 
 バイキング形式で昼食（炊き込みご飯、たこやき、ポテト）を利用者様に選んでもらい、 
 喜んで食べていただきました。 
 13：30 から祭りを開始し、盆踊り、モグラたたき、輪投げ、たこやきゲーム、ヨーヨー釣 
 り、金魚すくい、お面の屋台を利用者様に巡ってもらいました。 
 １Ｆの利用者様も、ご招待して楽しんでもらい、会場のあちこちで弾む声が聞こえ、職員 
 一同、利用者様に喜んでいただけた事を嬉しく思いました。 
 １Ｆ、２Ｆの利用者様との交流する機会が出来て良かったと思います。 
  

② 9 月 14 日（日）15：00～16：00  敬老会（1Ｆ） 
   昼食は、お赤飯を食べて頂きました。 
   15 時より、お茶菓子に紅白まんじゅうを出し、おいしく召し上がられました。 
   食べ終わられてから、職員の出し物として、くす玉割り、手品、南京玉すだれ、獅子舞を 
   見たり参加もしてもらい、拍手喝采で利用者様に笑顔もあり、とてもよかったです。 

 
③ 9 月 15 日（月）15：00～16：00 敬老会（2Ｆ） 
   昼食にちらし寿司を利用者様にお出しし、とても喜んで食べておられました。 
   15 時に利用者様に集まってもらい、敬老のお祝いを職員が述べました。 



    その後、抹茶とお菓子を食べながら、利用者様同士、昔話に花を咲かせておられました。 
   利用者様皆様で、懐かしの歌を唄って、最後に記念撮影をしました。 
   写真の利用者様皆様が、笑顔でいっぱいでした。 
 
④ 10 月 22 日（水）15：00～16：00  合同誕生日会（１Ｆ） 

９月生まれ、10 月生まれの方の合同の誕生日会をしました。 
15 時に利用者様皆様に集まってもらい、誕生日の歌を唄って、お誕生日の方をお祝いしま
した。 
プレゼントとして、職員が感謝を書いた色紙をお渡しし、笑顔で写真を撮られました。 
その後、利用者様皆様で、チョコレートケーキを食べ、「すきやきゲーム」というゲームを
して大いに盛り上がりました。 
チーム戦だったので、利用者様の応援にも熱がこもっていました。 
楽しいひとときを過ごされよかったと思います。 

 

 4.　介護ＢＣＰの感想

 ① 介護ＢＣＰの研修を通じ、災害時に介護事業者へ求められる役割の大きさを改めて実感し
た。 
サービスを途切れさせない仕組みづくりだけでなく、利用者と職員双方の安全確保、さら
に地域へ貢献する視点も欠かせないと感じた。 
特に、水道停止時のトイレ対策や事前準備の具体策は、現場で即活かせる内容であり、食
料備蓄が最低 3 日から 7 日必要である点も重要であった。 
ＢＣＰは作って終わりではなく、定期的な見直しと訓練が必須であることを再確認し、今
後の事業所全体の防災意識向上につなげていきたい。 

② 今回の介護ＢＣＰ研修では、災害時にも介護サービスを継続するための体制づくりの重要
性を深く理解できた。 
特にＢＣＰ策定義務化の背景として、大規模災害時に高齢者の生活が大きく脅かされる現
状が示され、事業者の責任を再認識した。 
利用者と職員の安全確保はもちろん、水が使えない場合のトイレ対策や 3～7 日分の食糧
備蓄の必要性など、具体的な準備の大切さが印象に残った。 
日頃から事業所全体で情報を共有し、定期的な訓練を重ねることで、いざという時に確実
に対応できる体制を整えていきたい。 

③ 介護ＢＣＰについての研修を受け、平常時からの備えが災害時のサービス維持に直結する
事を強く感じた。 
ＢＣＰ策定が義務化された背景には、非常災害時でも高齢者の生活を守るための仕組みづ
くりが不可欠であるという社会的要請がある。 
利用者、職員の安全確保に加え、地域への支援も介護事業者としての重要な役割だと学ん
だ。 
特に、断水時のトイレ対策や最低 3 日以上の食糧備蓄など、事前にできる備えの具体的例
が実践的で参考になった。 
研修内容を事業所の見直しにつなげ、より安心できる体制づくりに取り組みたい。 



    
 ５．今後の行事予定（11 月・12 月）
   クリスマス会、お正月等を予定しています。
 ６.次回の運営推進会議の予定日

 　令和 8 年 1 月 22 日（木） ※変更が生じた場合は速やかに連絡いたします。


